
 

２月のほけんだより 

厳しい寒さの中でも、元気いっぱいな子どもたち。でも、低温・低湿の冬は、かぜウイルスが大好きな季節

です。かぜを寄せつけない丈夫な体作り、環境作りに気を配り、寒い冬を元気に乗り切りましょう。 

「かぜ」は油断大敵 
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鼻やのどにウイルスや細菌が感染し、炎

症を起こすものの総称を「かぜ症候群」と

いいます。軽く済むことも多いのですが、

油断をすると悪化して、中耳炎、肺炎、気

管支炎など、さまざまな病気を併発するこ

ともあります。 

ちょっと体調が悪そうなときは、無理を

せず安静を心がけ、長引かせないようにし

ましょう。日ごろから、規則正しい生活を

送ることもたいせつです。 

３歳以降の肥満に 

要注意！ 

乳幼児期は体重の変動が激しく、しょっちゅ

う増えたり減ったりしますが、あまり心配はい

りません。特に１歳くらいまでの肥満は乳児肥

満といって、歩けるようになって運動量が増え

ると、どんどん体がしまってきます。 

ただ、心配なのは、３～６歳にかけて太ってき

た場合。そのまま肥満につながりやすいので、

注意しましょう。 

食生活の見直しを 

スナック菓子やジュース類のとりすぎ

に注意しましょう。 

意識的に体を動かして 

肥満気味の子は、体を動かすことを避ける

傾向があります。本人の好きなあそびで、楽

しく体を動かすようにしていきましょう。 

おねしょ 

心配しすぎないで 

子どもは膀胱（ぼうこう）が小さいうえに、

尿量を調節する「抗利尿ホルモン」の分泌が

不安定です。そのため夜間、無意識のうちに

膀胱に入る以上の量が作られ、あふれてしま

うことがあり、これがおねしょです。 

７歳くらいまでのおねしょは、あまり心配

しなくて、だいじょうぶ。毎晩続くと、洗濯

物などたいへんかと思いますが、大人が心配

したり、しかったりすることで、子どもにス

トレスを与えないよう、気をつけましょう。 

インフルエンザとかぜの違い 

インフルエンザとかぜの違いは、主にウイルスの種
類と症状です。違いを知って、初期症状の段階で適
切な処置ができるようにしましょう。 

 インフルエンザ かぜ 

感染力 強い 強くない 

初期症状 強い寒気、頭痛、悪
寒 

くしゃみ、鼻水、 
喉の痛み 

発熱 急性 
（39～40℃） 

徐々に上がる 
（37.5℃） 

筋肉痛 全身（腰、関節、筋
肉など） 

軽い 

くしゃみ、鼻水 後から少しある 最初からある 

咳 強い 軽い 

目の充血 しばしばある あまりない 

経過 やや長引く 短期間で治る 
ことが多い 

免疫 ３～４ヵ月 短期間 

 

薬の飲ませ方 

薄めずにそのまま飲ませます。乳児は必要な量をスポイトや

スプーンで取り、口の中に入れましょう。 

食品に混ぜる時は 
オレンジジュース、りんごジュース、スポ
ーツドリンク、ヨーグルトなどの酸味があ
る物は薬によっては混ぜることができま
せん。 
食品に混ぜる場合、残してしまうこともあ
るので、薬を混ぜる時の量は少なめにしま
しょう。また、ミルク、おかゆなど、主食
には混ぜないようにしましょう。味の変化
で食べ物自体を嫌いになってしまう可能
性があります。 

シロップ 

粉薬 

●水で溶く場合 

 少量の水か、ぬるま湯で薬を溶かします。飲ませる時はス

プーンやスポイト、おちょこなどを使いましょう。 

●直接口に入れる場合 

 開いた状態の口の中に直接粉薬を入れます。 

●練る場合 

 小さな器に粉薬を入れ、数滴の水をたらし、だんご状に練

ります。練った薬は頬の内側あたりに塗ります。 

どの飲ませ方をした場合も薬を飲んだ後は水や湯
冷ましを飲ませましょう。 

感染者が急増しています。佐賀県でもまん延防止重

点措置法が 1月 27 日より再び適用されます。 

園でも引き続き、手洗い・うがい・消毒・換気を徹

底していきたいと思います。 

保護者の保護者の皆様には、ご理解とご協力をお願

い致します 

《園児の体調管理のお願い》 

毎日、検温、体調管理にご協力頂きありがとうござ

います。 

引き続きお子様の体調管理に気を付けて頂き、体に

変化があった場合、または、前日や登園直前に発熱が

あった場合は無理せずにご家庭での休養をお願い致し

ます。 

《県のこども未来課より》 

園児と同居家族が濃厚接触者になったり、ＰＣＲ 

検査を受けることになった場合、必ず園に連絡を 

お願いします。検査の結果が出るまでは、必ず 

自宅待機でお願いします。 

 

 

コロナウィルス感染症 


